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研究成果の概要（和文）：ディアスポラ集団の結束の心的紐帯として、どの時代にもそれぞれに

重要な役割を果たしてきた、マイノリティ自身による文学作品について、4 つのマイノリティ

を例に、1)マイノリティ集団によるその収集および保存の実情、2)それに対するマジョリティ

による援助と干渉、現在のアーカイヴの学術性とその保障、アーカイヴの利用とそれに基づく

研究の実情、および 3)グローバル化したディアスポラにおけるそのアーカイヴの意義について

検証した。 

 
研究成果の概要（英文）：The literary works written by the diaspora minorities have been 

functioned as solidary bands of the each members. We inspected the following in 4 different 

minorities. 1) Situations of archiving. 2) Aids and interference of the majorities in making 

archives. 3) The importance of the archives in the recent global situation, in which many of 

diaspora minorities redisperate. 
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１．研究開始当初の背景 
 我々の研究グループは、ディアスポラ集団
がその存在を示し集団を維持するにあたり、
特徴的に見られる文化行動として以下の 3点
を文学研究の側から明らかにし、その具体的
な状況を吟味してきた。 
 
(1) ディアスポラの維持にはアイデンティ
ティーの堅持が不可欠であるが、ユダヤ人に
とっての旧約聖書のように、ディアスポラの

求心性の象徴というべき機能を果たす文学
が存在すること 
(2) グローバル化のなかで、移動の自由と
文化比較に関する知見が飛躍的に拡大し、デ
ィアスポラの成員は、その所属すべき文化と
アイデンティティーを自ら選択せざるをえ
ない機会に必ず遭遇する。その際に、陰に陽
に文学が参照されて、個々の行動の決定に際
して文学が醸成した基本的情調が大きく影
響すること 
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(3) しかしながらそのアイデンティティー
は、歴史的に観察すると、時代とマイノリテ
ィーのおかれた状況とともに変化している。
その、変容しながらも紐帯となり続けるアイ
デンティティーの参照規範を、更新しながら
提供し続けることこそ、実は文学の役割とな
っていること 
 
 以上の成果に至るまでの一連の研究のな
かで、我々は現在のディアスポラ集団のアイ
デンティティーの紐帯となる重要な文学作
品の存在と、そのディアスポラ集団内部での
格別な扱いに特に着目してきたのだが、実は
それのみならず、各ディアスポラが、遡りう
る限りの史料とともに、あらゆる時代に著さ
れた文学を掘り起こし(再発見)、収集・保存･
蓄積し、かつ叢書として出版を継続する「ア
ーカイヴ化」に対して異常なまでの努力を傾
注している事例に多く遭遇した。すなわち、
ディアスポラにおいては、その成員の少なさ
にもかかわらず、多くの文学作品が活発に生
産されることが少なくないのだが、母集団の
文学史上ではトリヴィアルなものとして一
般には軽視されるものであっても、ディアス
ポラ集団にあっては、その成員によるもの、
またはその成員に関するものである限り、無
視されずに登録と記録、保存が行われている
のである。 
 こうした作業そのものが、文学をめぐって
ディアスポラ･アイデンティティーが形成さ
れ、紐帯が強化される動きの一環をなすこと
は論を俟たない。しかし、意外なことには、
このような事業を推進する主体と、財政的援
助者の有無とその意図、そして何よりもその
目的に対する意識は、多様なディアスポラに
おいて決して一様なものではないことが、強
く窺われるのである。アーカイヴ化の作業は、
マイノリティー重視を謳うか否かの、マジョ
リティーの政府あるいは母集団の政府の態
度如何によって、あるいは学術的アプローチ
を装った特定のイデオロギー勢力による操
作によって、あるいは逆に、それに対抗する
ために、実に様々な意味を与えられ、かつ変
貌することを余儀なくされてきた。本研究は、
大別して 4つの異なる事例研究をもとにこの
「アーカイヴ化」の実情を明らかにし、かつ
そのディアスポラの存在に対する意味を、そ
の内部及び外部から検証しようとするもの
である。その際、ディアスポラは、こうした
アーカイヴから自らの記憶を引き出して共
有するのであるから、この記憶の泉に対して、
様々な勢力が手を伸ばし、書き換えを試みて
きたことに留意し、それを具体的に描出しな
ければならない。またこれにもかかわらず、
形成されたアーカイヴはその製作者の意図
を離れて様々に利用され、研究と議論を生ん
でいる。その意味で、各ディアスポラ集団に

のみ開かれているものではない。このことも
視野に収めておかなければならない。 
 
２．研究の目的 
 上記のように設定した研究のテーマをめ
ぐる議論の過程において、取り組むべき具体
的な作業は以下の 4点に集約された。これら
はいずれも、我々のこれまでの研究の延長線
上にあるものとして、我々全員が共有してい
る研究課題でもある。また今までの研究経験
から、成果をあげることが可能であると判断
されたものでもある。 
 
(1) アーカイヴ作成の歴史と実情の調査。
とくにディアスポラ集団の手による自らの
｢記憶｣の探求にかかるバイアス、すなわちア
ーカイヴ化における取捨選択および過去の
文学の｢再発見｣のあり方と自らのディアス
ポラ・イメージの形成に関する調査と意味の
検証（アーカイヴ形成と操作の問題） 
(2) (1)に関して、特にマジョリティーの政
府など、外部からの干渉及び援助とその目的
の検証（外的圧力と援助の問題） 
(3) ディアスポラ自身による過去の記憶の
洗い直しと、開かれた議論の形成を目指した
学術的アーカイヴ形成と、それに基づく研究
作業の事例と問題点の洗い出し（アーカイヴ
の学術性に関する問題） 
(4) インターネット上のホームページによ
るディアスポラ成員のルーツの公開と、世界
に散った｢同胞｣からの情報収集作業(仮想空
間におけるルーツ探し)、およびその文学ア
ーカイヴとの関係の検証（アーカイヴ化され
た文学と仮想空間のディアスポラをめぐる
問題） 
 
 これら(1)～(4)の問題について、状況に即
して力点を変えながら、研究代表者及び分担
者の専門領域の各ディアスポラの様々なア
ーカイヴを対象として具体的に明らかにす
る。いずれも、過去の我々の研究において、
問題点としてすでに浮上していたものであ
る。 
 ディアスポラ自身による自文学の「アーカ
イヴ化」の意味を問う研究は、一部の歴史的
な研究、特にドイツ系マイノリティーの研究
の中にサブテーマとして散発的に見られる
が、これを文学研究のテーマとして取り上げ、
様々な事例をもとに相対化し、検証する研究
はまだない。本研究は文学と時の政治、すな
わちマイノリティーの対ディアスポラ政策
との接点を描出するものともなり、文芸社会
学的色合いが濃いものとなるが、文学のアー
カイヴとその政治性を広い方面から問う点
に独創性がある。 
 また、一部のアーカイヴはインターネット
からのアクセスを意識し始めたもの（世界の



 

 

同胞に開かれたアーカイヴ）となっており、
これが世界に分散するディアスポラたちの
アイデンティティー形成にどのように関与
するものとなりうるかを問う研究は、まった
く新しいものである。 
 歴史学上の史料とは異なる、文学の｢アー
カイヴ化｣に関する偏り、操作、干渉という
概念が、本研究においてはじめてディアスポ
ラ論に対して実例とともに提示され、これら
とディアスポラの｢記憶｣との関係が論じら
れることとなる。これはオーラル・ヒストリ
ーとは違った意味で、近年活発な「正史」を
対象としない、マイノリティーの「記憶」に
関する歴史学的アプローチの手法による研
究に対しても話題と新しい研究分野を提供
する。 
 
３．研究の方法 
 本研究の目的達成のための具体的骨格は、
ディアスポラ集団が形成した文学アーカイ
ヴの実地調査・インタビュー調査および文献
による調査である。極力多様なディアスポラ
文学アーカイヴの多面的把握とその相対化
を目指すため、異なるディアスポラを研究対
象とする 4名の研究者の共同研究の体制を組
んだ。各研究者の事例研究に基づき、発表と
討議の場を随時設けた。それをうけて研究代
表者が議論と研究実施計画のとりまとめを
行った。各研究者の分担テーマは以下の通り
である。 
 
（１）研究体制 
① 鈴木道男：ズィーベンビュルガー・ザク

セン文学の詳細なアーカイヴ化と 
  出版の意味について 
 ザクセン人と呼ばれるトランシルヴァニ
アのドイツ系住民には、中世以来、史料のみ
ならず、自らの文学作品の保存と整理におい
て他のディアスポラには類を見ないほどの
精緻な蓄積の伝統があり、現在もそのアルヒ
ーフの叢書化と活字化が精力的に進められ
ている。しかしその営為に対する自他による
意味づけと評価は、決して一貫してはいない。
現代史に直結する、19世紀の「ハンガリー化」
以降から現在までに焦点を当て、アイデンテ
ィティーの変遷と文学のアーカイヴ化、及び
出版の関係を探る。さらに、ドイツ国内にお
いて 2006年以来進行している、ドイツ系マ
イノリティ同郷人会の付置アーカイブの大
学組織への編入の動きについて詳細を踏査
した。 
 
② 山下博司：南アジアにおけるタミル語文
学のアーカイヴ形成 
 特にシンガポールのタミル人ディアスポ
ラに焦点を当てた。多民族国家を標榜するシ
ンガポールでは、国家の主導でマイノリティ

ー文学のアーカイヴ化が進められている。し
かしそこには、国家統合の合言葉のもとに、
マイノリティーの自立性に制限を加えよう
とする意図が見え隠れしていたため、文学的
伝統の意味づけを再編しようとするこうし
た動きと、アーカイヴの関係を吟味した。 
 
③ 藤田恭子：第二次大戦後のルーマニアに
おけるユダヤ系ドイツ語文学  
 ショーアーの記憶と共有される詩的形象 
 第二次大戦後においても、戦間期以降と同
様、ルーマニアのユダヤ系ドイツ語文学には
当局の監視が続いた。戦後西ドイツへの亡命
に成功した作家 A.キットナーは、多くのユダ
ヤ人詩人の作品を収集整理していたが、その
原稿は奇跡的に没収を免れ、今に伝わってい
る。このキットナー・コレクションの現代ド
イツ語文学における重要性を踏まえつつ、そ
こから窺うことのできる、マイノリティー集
団としてのユダヤ人の詩人たちが共有した
形象の意味を問うた。 
 
④ 佐藤雪野：チェコにおけるマイノリティ
ー文学のアーカイヴ 
 ディアスポラとしてみたロマに焦点を当
てる。チェコはルーマニアやスロヴァキアな
どと並んで、人口比に占めるロマの比率が高
いことで知られる。ロマがマイノリティーと
して社会の成員と認知されるに至ったのは
近年のことで、ロマ自身によるアーカイヴの
形成も盛んではない。しかし現代に至って、
急激にチェコのロマ像は変貌しており、ロマ
の文学作品が書かれ、また、インターネット
におけるロマからの発信も盛んになってい
る。チェコのロマにおいては、自身の手によ
る文学アーカイヴの展開が、マジョリティー
の収集したロマに関する文学に由来するロ
マ像と拮抗し、その変更を強いようとしてい
るのである。またそれは、ロマの自己規定に
も影響している。このような新しい展開の社
会的意味を探った。 
 
４．研究成果 
 初年度及び次年度において、各マイノリテ
ィーが、それぞれのアーカイヴ形成に示して
いる非常な労力と集積の実態を再確認し、と
りあえずの認識の共有のための研究会を催
し、また各マイノリティー内部の研究者との
連絡を密にすることができるようになった。
この状況を受けてフィールド調査の取りま
とめの討議、「アーカイヴ形成と操作の問題」、
「外的圧力と援助の問題」、｢アーカイヴの学
術性に関する問題（アーカイヴの閉鎖性に関
する問題も含む）｣に関する討議と認識の共
有に重点を置きつつ、「アーカイヴ化された
文学と仮想空間のディアスポラをめぐる問
題」についての討議を開始し、以下を遂行し



 

 

た。 
・「アーカイヴ形成と操作の問題」、「外的圧
力と援助の問題」、｢アーカイヴの学術性に関
する問題｣に関する論文の執筆・個別領域の
資料収集 
・研究代表者鈴木はミュンヘン大学付属東方
ドイツ人会館付属研究所の研究員アッカー
博士とともに、同郷人会アーカイヴの大学に
よる接収に関する討議と情報収集を、メディ
アを介して継続的に遂行した。なお、平成 23
年 3月の大震災のため、一部の機器の納入が
停止したために資料の収集に差支えが出た
が、次年度で取り戻した。 
 最終年度、作業を(1)アーカイヴ形成とそ
の操作の問題 (2)外的圧力と援助の問題 
(3)アーカイヴの学術性に関する問題 (4)
アーカイヴ化された文学と仮想空間のディ
アスポラをめぐる問題に集約している。これ
らに関して、前年度までにフィールドにおけ
る調査の大半を終え、若干の補完を行った。
また、「アーカイヴ化された文学と仮想空間
のディアスポラをめぐる問題」についての討
議を本格化し、研究の重心を以下を中心とし
たものに移行した。 
研究の具体的成果は以下にまとめられた

とおりである。 
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